























































                                                              
1）4月スタート時期の心の準備
どの教育も、4月の新学期スタート時期が肝心でり、子供たちも保護者も、そして教師
にとっても不安な時期となり、この時期こそ、心の準備をしっかり行い教師としての自覚
を高め乗り切ることが大切である。
今回は、この4・5月の職員会議で、特に教職員に発信してきた内容を紹介する。
①4月は、子供たちとの我慢比べの時期である。
この時期は、教師以上に子供たちは、環境の変化に敏感である。そして、新しい環境
に不適応を示し、問題行動を起こしてしまう子供たちも多く見受けられ、教師にとって
は、子供たちとの我慢比べの時期である。教師は、問題行動にばかり目を奪われること
なく、この時期こそ子供たちと一緒に遊び、そのかかわりの中から実態をしっかり把握
することが重要である。「根気・呑気・元気」の心を忘れずにである。
②一年間の指導の成否は、4月の学級づくりで決まる。
学級・学部での約束をしっかり決め、教師間でのかかわり方や支援法の共通理解が大
切である。小・中、高等学校・特別支援学校と校種が違っても「教育の基本は同じ」で
ある。
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我が子を育てるように「優しく・厳しく・温かく」、そして「温かな目と手と心」を
忘れずに子供たちと接することが重要である。
③T・T（チーム･ティーチング）は、「目配り・気配り・心配り」である。
特別支援学校の指導の特徴であるT・Tの在り方を再確認することが大切である。
効果的なT・Tの在り方は、昔からの永遠の課題であるが、教師間の共通理解とお互
いの「目配り・気配り・心配り」が基本であり「阿吽の呼吸」で実施されることが必要
である。教師の個性や専門性を最大限に活かし、1＋1＝2以上の結果（成果）になる
ようチームワークを高めることが大切である。
④教師の仕事の基本は、子供たちとしっかりかかわり、毎日の授業を大切にすること。
特に特別支援学校では、腕組みして、座ったままで指示だけする教師は必要ない。さ
らに、できないのは、障害が重いからと責任転嫁する教師では務まらない。何の準備も
せず単に子供を見ているだけの手抜き教育にならないよう、日々の授業を大切にするこ
とが大切である。
⑤特別支援学校の教育こそ、事前の教材研究や諸準備が大切である。
初めて特別支援学校に勤務する教師にとって、不安だらけの日々が続くかもしれない
が、心配はいらない。最初は誰でもが初心者である。考えるよりも慣れるであり、指導・
支援の第一歩は、先輩教師の仕事ぶりや保護者から学ぶ（真似る）ことである。
教材研究に役立つ特別支援教育関係の月刊誌の活用を薦める。
⑥教育をシンプルに（意味付けと意義付け）！	
教育の基本は、「当たり前のことが当たり前に実施・整備されている学級や学校」で
ある。
日頃から各種行事や毎日の指導に意味付けと意義付けする習慣を身に付けることが大
切である。（ビジョンと説明責任）
「教育をシンプルに」とは、何でも単純化し手を抜くことではない。誰にも分かりや
すく、教育効果が高まるよう教育全体を整えることである。それが結果的に保護者や同
僚の信頼獲得につながる。
特別支援学校（知的障害）での教育課程も同様であり、系統的・連続的に指導できる
教科をしっかり位置付け、場合に応じて「各教科等を合わせた指導」を教科等の関連か
ら意味付け・意義付けし、言葉遊びにならないようシンプルに構造化することが大切で
ある。
2）特別支援学校の教師として、日頃からの心構え・あれこれ
若かりし頃の著者が、先輩教師に指導され、今でも大切にしている視点や項目を整理し
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職員会議の校長資料で発信してきた。
特に現在の学校現場でも役立つ教師力アップのための大切な「日頃からの心構え・あれ
これ」について紹介する。
①教師は、何でも屋である。
教師の仕事は、他の多くの仕事とは違い、時として学習発表会や運動会等を企画運営
する演出家であり芸術家である。各種授業の中では演技者ともなり「何でも屋」なので
ある。
そのためには、教師一人一人が自分の個性（良さ）を磨き、「得意技」を持って自己
アピールできることが大切である。
②特別支援学校の教師として「子守り教育」では失格である。
特別支援学校の教師は、子供たちの実態をしっかり見抜き毎日の授業が（普通以上）
できて、当たり前である。
特別支援学校に初めて赴任し、一年が過ぎも「何も分からなかった！、周囲は何も教
えてくれなかった！」は言い訳である。自ら子供たちのために特別支援教育に関する基
礎・基本を学び「教師力」を高める努力が大切である。
ぜひ、プロの教師とて自覚を高め、実態把握や指導の方法、記録の付け方や事例研究
の方法、教育課程の理解等を学んでほしい。
③子供たち以上に「教師こそ宿題をしっかり」と！
教師にとっては多くの事務処理が待ち構え、提出期日が決められた提出物（個別の各
種計画・通信票・PTA原稿・学習指導案・共同個人研究等）が多く存在している。子
供たち以上に「教師こそ宿題をしっかり」との意識を忘れず、事務処理は適切迅速に余
裕を持って取り組むことが大切である。
④子供の指導の前に「保護者・同僚との信頼関係」ありき！
子供たちに安心を与える教師は、保護者からも同僚からも信頼される。学校組織の中
では、同僚から信頼され、仲間と協力し合い共同・協働作業ができる教師であってほし
い。
互いに気配りのできる教職員組織は、子供たちの教育を中心に考え仕事のしやすい職
場である。教師の自覚と責任感が、教師力を高め保護者や同僚から信頼される第一歩で
ある。
⑤教師こそ「明るく・元気に・頑張る」を目標に！
学級目標の「明るく・元気に・頑張る子供」は、実は教師にこそ求められている一番
の資質である。教師にはバランス力が不可欠であり、教師こそ「明るく・元気に・頑張
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る」を目標にすべきである。
⑥誰もが、学部主事・学年主任・各部署のチーフを担当するという意識を持って！
長い教師人生の中で、現在の自分の仕事に自覚と責任を持ち、将来の立場へのビジョ
ンを持つことが大切である。　　
当然、ベテラン教師は、意欲と情熱ある講師の若さに負けないようなプロ意識と専門
性の高い指導・支援技術の習得が大切である。
全職員が勤務校の組織の一員として、力量を高め自覚と責任を持って協力願いたい。
⑦「吾
われただたるをしる
唯足知」の意識を持って、全てから学ぶ。
「吾唯足知」とは、今に感謝し不平不満を言わず、より前進を誓うという意味である。
　●勤務校との出会いを大切に。
　●子供・保護者・同僚・地域との新たな出会いを大切に。
全てから学ぶ姿勢を忘れず、子供や保護者、同僚、職場に必要とされる教師を目指す
ことが大切である。
⑧教師である前に一般人としての常識を！
子供たちを指導・支援する教師こそ、社会の一般常識をわきまえ、教師の仕事に自覚
と責任を持つことが重要である。教師は、子供たちの目標や模範となれるように行動で
きるかが大切である。
⑨「勤務校に必要な教師」とは自分の立場を考え、仲間と一緒に行動できる職員である。
「人に厳しく・自分に甘く」の教師では、誰からも信頼を獲得することはできない。「人
に優しく・自分に厳しい」教師こそが、子供たちや保護者、同僚に安心を与え、信頼を
獲得することができる。
光明のような大規模校では、一人一人の教師が傍観者でなく、各自の仕事や立場を自
覚し、リーダーシップとフォロアーシップの発揮が重要である。
ぜひ「勤務校に必要とされる教師」「勤務校になくてはならない教師」を目指してほ
しい。
3）日々の授業・指導のコツ
特別支援学校の教師の第一の仕事は、子供たちの実態を奥深く見つめ、指導・支援の方
法を工夫し、毎日の授業を大切にすることである。
そのために、ぜひ日頃から心がけてほしい「日々の授業・指導のコツ」を紹介する。
①自分の専門や得意技を生かし、教師自身が毎日の授業を楽しむことが大切である。
我が子を育てるように、愛情を持って子供たちと接し、温かな指導・支援を工夫し実
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践することが大切である。そのためには、まず自分の専門や得意技を再確認し、それを
日々の授業に生かしていくことが重要である。
日々の授業準備だけに追われることなく、せひ教師自身が毎日の授業を楽しむ心の余
裕を持つことを期待する。
②障害のまえに個性ありきである。
障害についての基本理解は大切であるが、子供たちには、障害のまえに一人一人輝く
個性がある。子供たちの実態を見つめ、日頃から子供たちの心の声にしっかり耳を傾け
寄り添うことが大切である。日々の授業においては、その個性を大切に一人一人の教育
的ニーズを明確にし、将来の自立と社会参加に繋げることが重要である。
③子供たちの実態をミクロ的・マクロ的に探ることが大切である。
実態把握とは、子供たちの表面的な行動だけに惑わされず、子供たちの行動の様子や
原因をミクロ的・マクロ的に観察し、その実態を関連づけながら繋げて見ることである。
各学校で実施されている宿泊学習等の学習活動は、子供たちの一日の生活を通した実
態を奥深くチェックし把握するための絶好の機会である。
④指導・支援の第一歩は、真似から始まる。
特別支援学校での勤務が初めてでも心配はいらない。
特別支援学校での指導・支援のコツは、ベテラン教師の良い実践や参考となる指導方
法を大いに真似をし自分のものとすることから始めることが大切である。はじめは誰も
が初心者であり、指導・支援の第一歩は真似から始まる。
次に特別支援教育関係の月刊誌等から情報収集することや校内で行われる授業研究会
に積極的に参加し自ら学ぶことが、教師力アップに繋がる。
⑤「教材・教具」の工夫は、特別支援教育の原点である。
特別支援学校における授業づくりに欠かせないのが、「教材・教具」の作成であり、
それらの工夫は、特別支援教育の原点である。
毎年、一つでも多く「教材・教具」を工夫し、障害のある子供たちの授業づくりに生
かしてほしい。「教材・教具」の工夫へのチャレンジは、教師の発想力やアイデア力を
高め、「教師力」を高めることに繋がる。
⑥きめ細かな日々の指導記録の累積が、指導・支援の改善に役立つ。
「実践家（プロの教師）は記録で勝負する。」の言葉がある。
子供たちの行動を漫然と記録し満足することなく、その記録をきめ細かく分析・整理
し考察を加えて初めて記録となる。
特に特別支援学校や特別支援学級では、子供たちの日々の様子や変容をしっかりと記
録し、その指導記録を整理し、日々の指導・支援の改善に活かすことが大切である。
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日々の指導記録を書きっぱなしにせず、月毎や学期毎に記録を整理し、考察を加え指
導に役立てることが重要である。この整理しまとめる習慣が指導力アップに繋がる。
⑦指導記録を整理し、実践としてまとめることが教師力を高める。
各授業毎に指導の記録を整理し反省を加えることが大切である。その指導の記録を整
理し反省を加えるプロセスが、必ず次の授業改善に繋がる。
次にその指導記録を基に実践一つ一つをまとめ上げる取り組みこそが、教師力をさら
に高める一歩となる。ぜひ年度末には、今年度の自分の指導や実践を振り返り反省を加
え、実践研究としてのまとめ上げることが重要である。
この長年に渡る日々の指導記録の整理と実践のまとめの繰り返しが、教師力の大きな
差に繋がる。
4．まとめ
著者が校長として、毎月の職員会議で校長資料に書き留め発信してきた「校長のつぶやき」
を整理し、教師力の向上に役立つ内容を3つのカテゴリーに分類し紹介してきた。
厳選したつもりではあったが、項目数としては、全体で22項目「4月スタート時期の心
の準備」が6項目、「日頃からの教師の心構え・あれこれ」が9項目、「日々の授業・指導の
コツ」が7項目と多くの内容となってしまった。
さらに著者の視点で、3つのカテゴリーに分類はしたものの22項目全てが独立した内容
ではなく、相互に関連し合い教師力を高める重要なポイントであると考えている。
22項目全てを意識し、教師の仕事に自覚と責任をもって実践を深めている教師は、現実
には多くはない。しかし、教師を目指す学生や若手教師には、22項目のうち一つでも多く
の項目を参考に意識化し、障害のある子供たちの目線に立って日々の教育実践に取り組んで
ほしい。
5．おわりに　　　　　　　　　　　　
どんなに時代が変化しようとも、やはり「教育は人なり」である。
本学では、今年度も多くの学生が教員採用試験に合格し、この4月から教師としての第一
歩を踏み出すこととなる。
最初から、今回提言した22項目全てを理解し実践に生かしていくことは難しい。まず自
分が今後「どんな教師を目指すか！」を明確にし「教育は人なり」の言葉どおり、まずは自
分の人間性を磨き、教師力を高め、社会人として教師として大きく成長することを期待して
いる。
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